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クリ

クヌキ"。uercus acutissima Carr. u
n目

クリとクヌギ

との両種は果実を見る限タ見間違えるととはあタま

せんが，その葉はま ζ とKよく似ています。とと Vては

るま D上出来ではない葉の拓本を掲げましたが，区別

の要点は葉縁の鋸歯の先の尖タ具合，業の巾の最も広

い所が糞の中部あたタ (クリ)か ，下半部(クヌギ)

か，などでしょう o クりの樹皮は劃れ目が少なく銀灰

色を帯びていますが，クヌギは大小の割れ目が穿〈全

体~.褐色です。クリとクヌギは全〈別属で業形の類

似は他人の空似ですが，とのような空似関係はヤマブ

キショクマとアカ ショウマ，サラシナショウマとルイ

ヨクショウマ，サワシパとヤマシパカエデなど多くの1?IJ

があタます。(大場達之)
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ハングKついて

和名カラスピシャクの漢名を「半夏」といいます。

ただ漢字で書けばなんでも漢名というわけではなく「榊」

「榎」などは日本製の字・すなわち国字です。

さて夏至から数えて 11日目を「半夏生」と呼びま

す。それは半夏が生える頃とも言われていますが，そ

の 「半夏生」について今年はとんなととがあ ったので

報告数します。

7月 2日が「半夏生Jなのでい〈つかの新聞は次の

よう K報じていました。(原文のまま)

① ドクタ・ミと同じ仲間の半夏という毒草が……………

@ ドクダミと同属の薬草カラスビシャクが……

との記事は全〈植物学的K誤タをかかしているので

すo 乙のとと Kついて少し書いてみましょう o

者はい〈つかの野草会をもち会員の皆さんと野外

で植物の勉強をしてi;>.!:Jますが，植e物の名前を教える

時，中級程度の人達Kは.どうしても纏物の科の順序

の説明をしなければならなく，どうやったら楽K覚え

てもらえるかと考え，奥津式科別順列法をひねタ出し

次のよう K説明しています。

植物の名前を勉強する Kは，英語のアルフ 7ペァト

の順序を覚えるよう~，植物でも b よその科の順序の

並び方を覚えるととが必要です。と 言 うととを自覚し

てもらいます。

英語なら，まんなかが L.M.N.であ.tBとYと

は，はなれた位世 ~~.!:J ます。

積物の科のj順序は，世界中で統ーされた自然分類法

のエングラ一式Kなっていて，どとの国の植物図鑑で

もシダ積物から裸子植物・離弁花・合弁花と続き単子

葉植物へと並んでいます。

それらの科のつながタを覚える時，北海道から沖縄

までの間Kある県や市村町の名前に科の順番を並べて

いく方法が奥津式なのです。〈わしい説明はととでは

長くなるのではぶきますが，要点だけを書きますと北

海道の根室をトクサ科とし，稚内をドクタ・ミ科とし.

日本列島のまんなかをモクセイ科として，関西地方K

ユキノシタ科.パラ科，マメ科を当てキク科は北九州，

サトイモ科を鹿児島としてラン科を沖縄κして考える
と並び方の順序が，皆さんKよ〈理解してもらえます。

ζの順序で言 うと英語なら BとYがはなれているよ

うK ドクダミ科のドクタ・ミと，サトイモ科のカラスピ

シャクとの閣係は次の通 .!:J~ なります。

ドクダミ科 ←一一一→ サトイモ科

稚内 ←一一→ 鹿児島

ζ のよう~，はなれた位置関係K あるの~， rドクタ.
ミと同属の…」と決めた .!:J， 又 1社が薬草でもう 1社

が毒草であったり新聞社は植物の記事κ関しては，全
〈無知の文が多〈編集長の顔が，みたくなります。

そして新聞社へは，正しい文を送ったのですが全〈

ナシのつぶてでした。(注・とのコピーは，積物誌調

査会へ送ってあタます)

ζの ζ とはほんの 1例であって雑誌などKは.ひど

いのが多<~.!:J ます。そのひとつはユリ科のクワンゾ
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ク(古い人と b思いでしょうが筆者は，とう教わ bま

した。 漢名は萱草。)と日本K産しないマメ科のカン

ゾク(甘草)で，いつもどっちゃ Kされて間違われて

います。私達の希望としては，纏物の記事K関しては

正確を期してほしいと願ってi;>.!:Jます。

奥津均(薬剤師)

追記 半夏は薬用植物なので農家のbばあさんが，ヒ

マをみつけてはその球茎を掘タ漢薬問屋へ売っては，

か金をためたので別名「ヘソクリ」と呼びます。

大和市の植物寸見

大和市では市の教育研究所がS54・55両年度の仕事

として継物調査を実施し，小中学校の教諭 5名及び筆

者等がその任K当った。その結果都市近郊では今や稀

種ともいえる植物の分布がかなタ明らかKなったと考

えているo標高romどまタの平地であb念がら，境川

流域を中心K山地性植物もいくつか見られた。以下若

干の植物名を順不同K羅列してみるo詳細は「郷土学

習資料・大和市の植物」なる冊子Kまとめられている

のでど重量照いただきたい。

(1)焼川流蟻

イチリンソク，ニリンソク，キクザキイチリンソク，

ヤマブキソク，ヤマエンゴサク，ジロボクエンゴサク，

ユリワサビ，ヒカグスミレ，セントクソワ，ハナクド，

レンプクソク，ヤマネコノメソク，キツリフネ，アワ

ブキ，コウモリカズラ，ナガパヤブマオ，ゴマギ，カ

ントクタンポポ，トタカイタンポボ，ハグロソク，ハ

ングショク，サイカチ，クワミズザクラ，アゼナルコ

スグ，ワタ・ソク，ヤマホトトギス.ガガイモ，オドリ

コソク，オカタ ;;1ナミソク，ジルカノコ y ク，ヤブミ

ョクガ， イヌゴマ，カントウマムシグサ，クラシマソク， キツ

ネノカミソリ，アプラチャン，リョクメンシダ，ホシ

ダ，ヘピノネゴザ，ヒメワラビ，シケシダ，オオハナ

ワラピ，ナツノハナワラビ et c • 

( 2 )大和水源地付近

イチリンソク，ヤマトリカプト，イカリソク，キヌ

タY ク， ジロポクエンゴサク，ルリソク.ギンラン，

キンラン，オオパノトンボY ク，エビネ，シュンラン，

クマガイソク，アマナ，リンドク ，;;1リガネニンジン，

;;1ルニンジン，ニョイスミレ，クマルパスミ ν，フジ

カンゾク，アプラススキ，リュクノクギク，アワコガ

ネグク，ユクガギク，ヤマシロギク，ナンバンギセル，

Yルフジバカマ，タンキリマメ，ハンノキ，イワガネ

Y ク，イノデ，フユノハナワラビ et c . 

( 3 )中央林間雑木林

ニガキ，ホタルカズラ ，;;1タクルシ，クマノミズキ，

ハナイカダ，ムラサキシキブ，ハパヤマボクチ，ノハ

ラアザミ，ホタルサイコ，コマユミ，ヒトリ・ンズカ，

アタリ ・ンズカ，ササパギンラン，メヤブマオ，ノブキ，

サジガンクピソク，コヤブタパコ，キジムシロ，フデ

リンドク，コシオガマ，ナンテンハギ，マキエハギ，

コゴメウツギ，ミゾシダ，ヘピノネゴザ etc.

( 4 )下福田の水固と休耕田

オモタ.カ，コナギ，アプノメ，イボクサ，イヌホタ



ルイ，タマガヤ';1リ，アオカ・ャ';1リ，コアゼガヤ';1リ，

ヒナガヤジリ，ヒメクグ，チン';1キ.ヒデリコ，ムラ

サキサギゴケ，ヤブ';1)レアズキ.カントクヨメナ etc.

( 5 )帰化植物

アメリカフクロ，アメリカネナ・ンカズラ，オオブタ

クサ，アレテウリ，ベニバナホ・ロギク，ダンドポロギ

ク. '.ンロパナセ ンダングサ，コセンタ・ングサ，コエン

ドロ，カキネガラシ，コマ';1ヨイグサ，カナリークサ

ヨシ，オオアワガエリ，ドクムギ，ネズミムギ，イヌ

ムギ.セイタカアワタ・チソウ.オオアワダチソウ，ブ

タナ et C. 

大和市は都市化の進行が著しく，二次林や植栽林が

急速K減少して辛子 !J.上記 (1)から (4)の植物たちも

生存の危機Kさらされているo そとでフロラ調査の成

果を土台として自然保護運動の盛タ上げが焦眉の急で

あるよう K思われるo

平松義尚・粛藤慎一郎

秦野地区から

私の受け持っている調査地域はHAT-4です。ことは

丹沢を含む広い地域で種類数もかなタ多いのではない

かと思われます。そとで調査採集はまず足元からと私

の勤務校である上小学校の敷地内を調べてみました。

校庭の隅の手の行き届かない所，周囲の畑地との土手，

さら K教材固などK小さな植物達が生きづいています。

上小学校は ，丹沢山地の山すそKあるわずか 7学級の

小さな学校ですo とうした里山の学校K生えている植

物達は.街の中 Uてある大きな学校とは ，またちが った

様子がみられるかも知れませんoζ とK上小学校の一

年間を通してみられた植物を紹介してみたい。

スギナ，イヌワラビ，グジグジシダ，トラノオシダ，

ヤブソテツ，ヤマイタチシダ，ホシダ，コクヤワラビ，

ノキシノブ，カニクサ，エノコログサ，アプラススキ，

メヒシパ，オヒ・ンパ，ア・ンポソ，チゴザサ，ススキ，

アズマネザサ，キンエノコロ，ヌカキピ，ヌカボ，カ

. ゼクサ，チカラシパ，ァキメヒシパ ナルコピー

ュズタ・マ，スズメノカタピラ，カニ';1リグサ，カモジ

グサ，ネズミノオ，スズメノヤリ，コブナグサ，ハリ

イ，カヤ';1リグサ，カンスグ，ヒメクグ.ヤプラン，

シャノヒグ，ヒガンバナ，ノビル，〆ユク7・カラス
ピシャク，イヌタデ，コマツナギ，イノコズテ，ミツ

バ';1チグリ，グンノショクコ，アオミズ，ヤブハギ，

ヤハズソウ，キツネノマゴ，カタバミ，クワクサ，セ

リ，シソ，イタドリ，ヌスピトハギ， トキワハゼ. ';1 

メクサ，イヌガラシ，オヘピイチゴ，オオバコ，コミ

カンソク，オオイヌノアグリ，タテイヌノフグリ，コ

ニシキソ ク，エノキグサ，ホナガイヌピユ，ヒメムカ

シヨモギ，キツネノ マゴ，クサノオク，コナスビ，ト

キンソク，ザクロソワ，ドクタ・ミ，オランダミミナグ

サ，スズメノトクガラシ，コタネツケバナ，アカネ，

ヨジバムグラ，ノチドメ，スズメノエンドク，カラス

ノエンドク，カキドウシ，キ';1ネノボタン，クサノオ

ク，ハコベ，ノミノフスマ，コヒルガオ，ヒルガオ，

ヤハズゾワ，シロ';1メクサ，イヌコウジュ，スイバ，
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ギ・ンギ ・ン， マ';1ヨイグサ，カテンソ ク， ジロポクエン

ゴサク，ムラサキタマン，ノダケ，タクニグサ，ミズ

ヒキ，ホトクノザ. ヒメジソ，カラム・ン，アヵ :J. ・ン

ロザ，スミレ，タチ-;;ポスミ ν，コモチマンネングサ，

セン ニンソク，セイタ カアワダチソク，シオン，オオ

アレテノギク，ヨモギ，キクイモ，ヒメジョオン，ハ

ルジオン ，チチコグサ ，フ キ，ハキタ・メギク，ヤブタ

ビラコ，ジシパリ，ハルノノグッ，タカサブロウ，カ

ントクタンポポ，セイヨウタンポポ，ノボロギク，チ

チコグサモドキ，ノハラアザミ，ノアザミ.コウゾリ

ナ，ヤマノイモ，トコロ，ヤブガラシ，カナムグラ，

エピッ・ル，ノブドウ，ヘクソカズラ，スイカズラ，ヤ

フ.マメ ，アケビ，ミ :;1.，.:アクピ，ノイ Jξ ラ，クワ. ';1 

Jレウメモドキ，クサギ，ウツギ.ヤマブキo

どと Kでも見られる草木ですが，との狭い限られた

場所で149種の植物が見られました。ずいぶん多いも

のです。身近かな植物の調査が ，神奈川植物フローラ

作成K少しでも役立てばと思います。

(佐々木あや子)

横浜北・川崎地区から

今年の 3月，採集標本目録を県博物館のど助力Kよ

り印制していただきましたが，いかがだったでしょう

か。ど質問，標本再検討の犬めのど来校を歓迎致しま

す。昨年，一昨年K較べれば時間的Kゆとタのある春

を迎えて採集も同定もはかどりました。

次のものを取消し，訂正，補足，追加させていただ

きます。

0取消し ヤシャゼンマイ，タチカモジグサ，クスベ

ニツメクサ o

O訂正 アリノトウグサ科→クコギ科 オオカワジシ
ャ→カワジ ・ンャ コモチナデツコ→イヌコモチナデ

シコ

0補足 カモジグサは全地域，カラスノチャヒキー鶴

O追加 地域内ではじめて採集したものだけです。
ヒメノキシノブ，ヌリワラピ，ヒロハハナヤスリ，

ヒノレムシロ，シパムギ，ムクグチャヒキ Bromus 

s p -1. B r omu s s p.ー2.ミナトムギクサ ， ミズタカ

モジ. Festuca vivipara.Eragrostis sp.-l-

2 .ミノボロモドキ， ハイコヌカグサ，セイヨ クヌカ

ポ (Aperaspica-wenti ).モエギスグ，オオイト

スグ，ミヤマシラスグ，シラコスグ，ヒメシラスグ，

ミコシガヤ，ヤブスグ，ビロウドスグ，エナシヒゴク

サ，ヒメゴクソ，タカネマスクサ， γ オクグ，ハナピ

ゼキショク，ノハナショウブ，シラン.サイハイラン，

アサ. Amaranthus sp.，トダミグシ，ミヤガラシ，

・ンロガラ γ ，カラク サナズナ. Capsella rubella. 

ハタザオガラッ，ヒメアマナズナ， νンリ y ク，アマ，

C-587ワゴク科，ミズハコベ，ヒシ，ホタルサイコ，

コエンドロ，ナンパンルリメク (Hel iotropium 

i n d i c um ). D -1 9クマツヅラ科(アレチハナガサ，

クサギ，ヒメビ ジョザ クラ，ムラサキシキブ. Verb-

ena sp.) シロパナサギゴ ク. ';1ルニンジン.Cam-

panula rotundifolia. キキョクソゥ. Gnapha-



I j um s p. -1 -2 • マメカミ"/レ，カミ"/レモドキ，

ハJレ・ンャギク.ホソパノチチコグサモドキ ，

s p. と書いてあるのは，現在のととろどう Kもなら

ない積物です。そのうちいくつかは科学惇物館で調べ

ればわかるかも知れませんo

Ama r a n t h u s s p. は住頭が 3です。花被片が 3な

らばヒユですが. 5であるためVCsp. としましたo

Gn a p h a I i um s p. -1 -2.以前 2のほうを科博で調

べましたが結論は出ませんでした。高さ20-50 cm根

生薬は後まで残.T.へら形，黄緑色.上面無毛，下面

綿毛，花序は長〈伸びて，テチコグサモドキ型，冠毛

の基部は輪状，艇、壱片は乾膜質。

いままで三区Kわたって見られたBromu s <sp -1は

一見イヌムギです。しかし，やや多毛で，蔚と花糸が

それぞれ 7u長，イヌムギの10倍もある点が大き〈違

っています。開花時Kは花外K荷が垂れ下タます。

その他Kも不明種を持っていますが，私は学名不詳

のままでも，特徴をしっかb記録した上で登録すべき
であると考えてj)~ .Tます。ひ I っとすると，県内だけ

でな<.日本各地K学名不詳氏が安定した生活を送っ

ているかもしれませんからo

神奈川区出田町で採.T.ニューヨーク市立大の小山

鉄夫氏VCCyperus loetusと同定していただき，私

が loetusというラ子ン語の意味からコガネガヤアリ

と名付けたものは，いまでは鶴見区の大黒町と，埋め

たてられたばかりの大黒埠頭Kも姿が見られるよう κ
なタました。南米原産のとの帰化植物は科学博物館K

文献も標本もなかったものです。もし，小山氏K学名

を教えていただかなかったら私はとれをCyperus sp 

-1と今も呼んでいると思います。全世界から植物の

まる横浜ではとのような体制を作ってい〈ととが必

要ではないでしょうか。シ手元K学名不詳の績物がど

ざいました是非見せていただきたいもの，と思ってb

ります。

(鶴見高校 森 茂弥)

横浜南ブロックから

(MIN)南区水田の 2本のジャヤナギを見K行った

ついでK奥の谷間十て入った。水溜りがあ b何かないか

と探したら軟弱なスグがあって.すぐシラコスグと分

りましたが，すでK絶えたと考えていたのでよ〈 ζ と

κ生きていたものと感激いたした。隣.TVCもスグがあ
.T .ζ れはミヤマ シラスグで した。

とれから六"/J 11の宅造地へ行き帰化植物を調査しま

したo フ・ン ネハナカタバミ，シロパナマンテマ，カキ

ネガラシ，ハナヤエムグラ，オオツメクサなどを見て

標本にし，コガンピを見た下の谷へ行きますと，丁度

ゴワソの穂が垂れていて ζれも標本としました。よい

調査地がない陶区内では 8-9ク所を重点的K歩〈予

定です。 (MAY..30.1981 ) 

(HO)相鉄線西谷駅を下車して唯子川の方へ下って

橋を渡ると保土ク谷区川島町です。 ζのあたタは昔か

らカザグルマの産地で有名ですが，ととの山の斜面K

は清い流れがあって，スグ属槌物が何穫もあタとの調
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査をしたので次K列挙いたしますo

マスクサ，ゴク :1. カサスグ，コジュズスグ，ジュ

ズスグ，ヤマアゼスグ.シラコスグ，ホンモンジスグo

(Jun-. 6.1981 )畳谷川義人)

保土ヶ谷区西谷唯子川付近の植物

保土ヶ谷区は，女性二人で調査して会.T.歩〈場所

も限られているため，思う VC;まかせない現状です。

近都市化が急速K進み，日一日と変ぼうを遂げつ

つあ.T.西谷駅周辺もその例外ではありません。惟子

川の流れ沿いを，現在までVC集めた標本は150種.200

点位です。

次K主なものを上げてみますと，

シュンラン，エビネ，キンラン，ギンラン，トンボ

ソワ，オニノヤガラ，タニギキョク，ジロホ.ウエンゴ

サク，ヨゴレネコノメソク.マルパコンロンソク.イ

チリンソク，ニリンソク，エシキゴロモ，イカリソク

オオパタネックパナ，タジナミソウ，アカネスミレ，

クマルパスミレ，イチヤクソク，ミゾコクジュ ，アカ

ジョクマ，カザグルマ，ハングショク，シュロソク，

カシワパハグマ，クラマゴク，ノキシノブ，ウラジロ，

クサソテ"/，ベニシダ，コモチシダ，アイアスカイノ

デ，等々 o なかでもアカショウマがニリンソクやエビ

ネ，イカリソクと共K群生していたのKは驚かされた。

近の唯子川は，護岸工事が進み，併せて，自動車

の通れる道路が出来た為か，二年前K調査を始めた頃

Kあったウラ ジロ，また群生していたイカリ Yクも，

そのほとんどが掘りとられ.アイアスカイノデは沢が

Kを取タ K来る子供達Kふみ荒されて，無残な姿を晒

していました。との地区は，保土ク谷でも野草の宝庫

と言われていましたが，押し寄せる器市化の渡 Kは勝

てず，その貴重なものが次第K姿を消していくのが残

念でなりまぜんo

保土ク谷 吉川アサ子

第 2回合同調査会記録(三浦地区)
1981.5.31 

調査地は，逗子市と葉山町Kまたがる二子山(209m)

で，県博の高橋・大場両先生が指導Kとられたし，地

元の横須賀植物会の細心の配慮のもと ，誠K実効のあ

った調査研究が出来た。

観察・調査した植物の記録は石渡治ーさんが記録さ

れたものです。キヨスミギボクシは高橋先生が葉柄の

特長を話され，間瀬さんがツルハコベを指摘されたの

はよく足もとまで観察の眠を光らせなくてはいけないo

タエギキョクも見逃すととろだった。二子山はシダ植

物の豊富な山であるo 西山さんのとれまでのシタ・研究

の苦心談を話された.T.大場先生の地質時代からの植

物についての話 ，調査会での講座は好評である。

帰タ道K間瀬さんがヤマタバコ自生地を案内してく

れたのもとの自の収穫であった。



羊歯植物

ハナヤスリ手ヰ オオハナワラピo

カニクサ科 カニクサo

ワラピ科 フモトシダ，ハコネシダ，イワガネゼ

ンマイ，イワガネニノク，ワラビ，オオパノイノモトソ

ウ， マツザカシタ・(大場氏確認).クジャクシダ，イ

ノモトソウ，ホラシノフ o

オシタ.科 ホ γ ダ，オニヤブソテア，ベニシダ，

オクマワラピ，イタチシダ，クマワラビ，ミゾ・ンダ ，

グジグジシダ ，イノデ，アスカイノデ，ミクライノデ，

ジュワモンジシダ ， リョクメンシダ。

シシガシラ科 コモチシダ。

チャゼンシダ科 トラノオシダ。

クラボシ科 ミ';/デクラポシ，マメヅタ，ノキシ

ノブo

練子植物

イヌガヤ科 イヌガヤo

スギ科 スギ(裁)0 

ヒノキ科 ヒノキ(栽)0 

双子葉植物〔離弁花類〕

ヤナギ科 シパヤナギ。

カバノキ科 オオパヤシャブシo

ニレ科 ムクノキo

イラクサ科 コアカソ，ミズ。

ナデシコ科 ';/)レハコベo

キンポウグ科 オオパショウマ，イヌショウマo

ツヅラフジ科 オオアジラフジo

クスノキ科 アブラチャンo

アブラナ科 ハタザオo

ユキノシタ科 タマアジサイ ， ウ';/ギ，ヒメウツ

ギ，アカショクマ，ムカゴネコノメソウ，ヨゴレネコ

ノメソク，ネコノメソク，ハナネコノメゾク。

パラ科 モミジイチゴ，クサイテゴ，カジイチゴ .

ヤマテリハノイ〆ζ ラ，イヌザZクラ o

マメ科 マルパノヌスピトハギ。

カタバミ科 エゾタチカタバミ o

エガキ科 ニガキo

トウタ・イグサ科 シラキo

';/リフネソク科 ';/リフネソク o

クロクメモドキ科 ケンポナシo

マタタピ科 サルナシ，クラジロマタタピo

スミレ科 ツポスミ ν(ニョイスミ ν)

ウコギ科 ウコギ，ヤマウコギo

ミズキ科 ハナイカダ。

〔合弁花類〕

サクラ Y ク コナスビ，ミヤマタゴポク。

フジウツギ科 ホクライカズラ ? 

クマジ:ゾラ科 サンジャクパーベナ ?

シソ科 ニガクサ

オミナエシ科 ';/)レカノコゾク

キク科 タイアザミ，アズマヤマアザミ.キ';/ネ

アザミ，ムラサキエガナo

単子葉植物

イネ科 ヌカポ ， カニ';/リグサ，ドジョウツナギ，

オオイチゴ';/ナギ，スズメノチャヒキ o
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カヤツリグサ科 シラスグ，ヒメカンスグ，ケス

グ，マスクサ， ジ ュズスグ，ヤワラスグ。

ユリ科 イワギポウシ，キヨスミギポクシo

(鈴木一喜)

横浜南プロック野外研修会

三保市民の森附近調査報告

実施日 56年 6月 6日(土)問 2:00 -

指導者 大場先生，高橋先生

参加者 長谷川義人，林辰雄，伊藤斐子，吉川アサ

子氏他

観察採集した主なる植物名

しだ纏物 アスカイノデ ，アイアスカイノデ ，イ

タチシタイヌガンソク，イヌシタ・，イヌワラビ，イ

ノデ ，イワガネソク，オオイタチシダ，オオハナワラ

ビ，オオパノイノモトソク，オオペニ・ンダ，オオレン

シダ，オクマワラビ，クマワラビ ，グジグジシダ ， コ

ウヤワラビ，シケシダ ，スギナ，セイタカシタシダ，

ゼンマイ，トクグシパ，ナガボノナ';/ノハナワラビ，

ナ';/ノハナワラビ，ナライシダ，エシキシダ，ハ・ンゴ

シタハリガネワラビ，ヒメ・ンタヒメワラビ ，フモ

トシダ，ヘピノネゴザ，ベニシダ ，ホクライシグ ，ホ

シダ，ホソバシタシダ，ミクライノデ，ミサキカグマ，

ミゾシタミドリヒメワラビ，ヤマイヌワラビ，ヤマ

ヤフ・;ノテジ ， ワラビo

まつ科 クロマツ o

すぎ科 スギ。

ひのき科 サワラo

810いね科 o訟をむき・属 カモジグサ，アオカ

モジグサo 0 うしのけぐさ属 オオクシノケグサ，オ

エクシノクグサ.スズメノカタピラ ， ドジョク';/ナギ ，

ネズミムギ，ホソムギo 0からすむぎ属 カエジリグ

サo 0 ζ ぬかぐさ属 カズノコグサ，スズメノテァポ

ク，ヒエガエリ o 0 きび属 ヤマスズメノヒエ ，チジ

ミザサo 0 うしくさ属 ススキ，チガヤo

かやつりぐさ属 oすげ属 カサスグ，ヒゴクサ，

ヒメカンスグ.マスクサスグ，ホゾパヒカグスグo

821ゆD科 アマドコロ，オオパギボクシ，オオ

パジャノヒグ.サルトリイパラ，シオデ，ジャノヒグ ，

・ンュロソク， ';/)レポ，ナルコユリ，ヒメヤプラン ，ホ

クチャクソク ，ホトトギス，ミヤマナルコユリ ，ヤプ

ラン，ヤマホトトギス，ヤマユリ，ワエグチソクo

823やまのいも科 オニドコロ，キクパドコロ，

ヤマノイモ，タチドコロ o

824あやめ科 キショクブo

825し I うが科 ミョクガ。

827らん科 エピネ，ギンラン ， クマガイソワ ，

クモキリソウ ，ササパギンラン，シュンラン。

C1 どくだみ科 ドクタ.ミ o

C3 せんりょう科 ヒトリシズカ ， フタ.リゾズカ。

C7 かばのき科 ハンノキo

C8 ぶ~科 クヌギ，クリ，コナラ，シラカシo

C9 I'Lれ科 エノキ，ケヤキ，ムクノキ。

C10 <わ科 カナムグラ，コウゾ，ヤマグワ，ク

ワo



11いら くさ平ヰ アカソ，イラクサ，コアカソ，

メヤブマオ，ヤブマオo

C17うまのすずくさ科 ウマノスズクサo

mたで手ヰ アレチギシギシ.イヌタデ，オオイ

ヌタデ，オオクタデ，ギシギシ，スイバ. タニムノパ，

ヤブタデ，ママコノシリヌグイ，シンミズヒキ，ミズ

ヒキo

C21 <bかざ科 アカザ，コアカザ， ・ンロサ・0

C22ひゆ科 イヌピユ，イノコズテ ， ヒカグイノ

コズチo

C24やまどほう科 7 ノレミノヤマゴボウ。

C25つるな手ヰ ザクロ Y ウ。

C26すベタひゆ科 スベリヒユo

C27なでしと科 ウシハコベ ，ノミノアズリ，

ミナグサ，ヤマハコベ ，ヒ メタガソデ Y クo

33きんぼうげ科 アキカラマ :;1， イチリンソウ

イヌ・ンョウ""'，キコノネノボタン，サラシナショウマ，

センエンソウ，タガラシ.ニリンソク，ハンショウズ

Jレ，ヒメクズ ，ヤマトリカ プト o

C34 <bけび科 アケビ，ゴヨワアケビ，ミ :;1パア

クピ。

C36つづらふじ科 カミエピo

37もくれん科 コブシ，サネカズラ，ホクノキo

38くすのき科 クロモジ，シロタ.モ，ヤマコウ

"ξ シ o

C39けし手ヰ タタニグサ，ムラサキケマンo

C41あぶらな手ヰ イヌガラシ，ナズナ .ヤマハタ

ザオo

C43べんけいそう科 コモチマンネングサ， :;1)レ

マンネングサo

C中1ゆきのした手ヰ アカショワマ，ク ニYギ，チダ

ケサシ， マノレパウシギo

C47ばら科 クワミズザクラ，キンミズヒキ，コ

ゴメク :;1ギ ，テリ ハノイパラ，ナワ ・ンロイチゴ，ノイ

バラ.ミアパ :;1チグリ .モ ミジイテゴ，ワ νモコクo

48まめ*ヰ カスマグサ，カラスノエンドク，ク

サフジ，クズ，クヤプハギ，ウマゴヤシ，スズメノエ

ンドク，ナンテンハギ，ヌスビトハギ，ネコハギ，ネ

ムノキ，ノササグ，フジ，フジカンゾク，マ Jレパハギ，

ヤプマメ o

49ふうろそう科 グンノショウコo

C日かたばみ科 カタバミ o

C53みかん科 イヌサ・ンショク，サンショウo

C54 VC:がき科 ニガキo

C56ひめはぎ科 ヒメハギo

C57とうだいぐさ科 タカトウダイ，ナットクタ.

イ，ヒトツパハギo

C62うるし科 クノレシ ， :;1タウルシ，ヌルデ。

C臼もちのき科 イヌツグo

C臼 Kしきき'科 コマユミ， :;1)レウメモドキ，マ

ニL 、、、o

C65みつばうつぎ科 ゴンズイ ， ミ:;1パウジギo

C7Iくろうめもどき科 クマヤナギo

C73ぶどう科 エピズノレ ， :;1タ，ノブドク，ヤブ

ガラシo
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C79つばき科 チャ ， :;1パキ .ヒサカキo

C加なとぎ bそう科 オトギリソク o

C82すみれ科 クマルパスミレ，タチアホ・スミレ，

ナガパノスミレサイシンo

C84きぶし科 キブ γo

C邸ぐみ科 ナ :;1グミ o

C92 <bかばな科 オオマツヨイグサ，コマツヨイ

グサo

C93 <b .!Jのとうぐさ科 ウド，オカウコギ，キズ

タ，タラノキ.ヤツデ，ヤマウコギ。

C97せタ科 クマノミジパ，チドメグサ，ノタ・ク，

ヤブジラミ，ヤブニンジンo

caすずき科 アオキ，タマノミズキ，ハナイカ

ダ， ミズキo

D6 さ〈らそう科 オカトラノオ，コナスビ。

D10えどのき科 エゴノキo

Dllも〈ぜい科 イホ・タノキ，ネズミモチ ，ヒ イ

ラギo

D14きょうち〈とう科 テイカカズラ o

D15かがいも科 コパノカモメズルo

D16ひるがb科 ヒルガオo

D18むらさき科 キクリグサ，ハナイパナ，ホタ

Jレカズラ o

D19 <まつづら科 クサギo

Dalしそ科 アキノタムラソク，クアポグサ，カ

キドオシ，キランソウ，・ンメ，タ :;1ナミ;ノク，ニガク

サ.ヒメオドリコメウ，ホトクノザ，ヤマハジカ。

D2Jなす科 クコ，ヒヨドリジョクゴo

D22どまのはぐさ科 オオイヌノフグリ，タチイ

ヌノアグリ，トキワハゼo

D27きつねのまど科 キツネノマコ・o

D29はえど〈 そう科 ハエドク Y クo

D30 $.'沿ばと科 オオパコ o

D31あかね科 アカネ ，ヘク ソカズラ ，ヤエムグ

ラ .ヤ ブグラ ，ヨアパムグラ o (つづ< ) 

昭和56年度植物誌調査会名簿の追加と訂正

追加

県西地区

 

鎌倉・三浦地区

訂正

横浜南地区， さんの電話番号訂正

• 
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